
視点１ 視点２ 視点３

　

・探究的な取組をらせんスパイラル的
　に配置し、テーマを小中で検討して
　いくこと。

・郷土に根付いている「里神楽」つい
　て、小中の９年間の中で取り組み、
　保存と発展について考えていくこ
　と。

・単元配列表について、教員に周知し、理
　解を深める。また、活用について全員で
　考え、毎年更新をすることで他教科のカ
　リキュラムについて教員が広い視野をも
　つ。
・校内研修で他教科の授業を見学すること
　で、他教科の学習内容について理解を深
　め、自分の教科に生かす。

・他教科での学びと学習する事項がつなが
　るように生徒に学習指導を行う。

・クロームブックの毎時間の使用を目
　標にするとともに、Ｓｏｃｉｅｔｙ
　５．０時代を生き抜くために必要な
　スキルを生徒に定着させる。

・主体的に学習に取り組むための授業
　をデザインし、ミライシード等を利
　用した個別学習の充実を図る。

・目標を明確にし、生徒へ周知するこ
　と。
・振り返りの時間を設け、生徒に一単
　位時間を省察させ、考えをアウト
　プットさせること。

・国語科を中心に生徒が使用できる語彙を
　増やし、物事を順序よく説明できるよう
　に学習を進めること。

・各教科の学びを総合的な学習の時間
　で生かせるように教員が単元の配列
　について理解すること。
・振り返りの時間を設け、生徒の学び
　を定着させること。

■いたばし学び支援プラン２０２５の実現に向けた具体的な取組

小中一貫教育の推進
板橋のiカリキュラムの活用

カリキュラム・マネジメントの推進
ICT環境の適切な維持と活用

個別最適な学び・協働的な学びの実現

■学校経営方針より（学力向上に関わる内容から）

■授業革新推進に向けての具体的な方策

板橋区授業スタンダードの徹底 読み解く力の育成 総合的な学習の時間との連携

○知識・技能の習得
板橋スタンダードを徹底し、ゴールを明確にしたねらいと振り返りを実施する。生徒が授業において、何を学習するのかを理解し授業に取り組む
ことができる授業を目指し、確実に知識・技能を習得させる。また、授業のまとめで振り返りを実施し、生徒が授業で学んだことを省察する機会
を設け、次時の授業へつなげていく。
○思考力・判断力・表現力等の育成
読み解く力や既習事項である知識・技能を使いこなし、自らの考えを発信していく授業づくりを行い、生徒の資質・能力を向上させる。また、赤
二型学力のピクトグラムを適切に使用し、生徒が将来にわたって生きる力を育成していく。
○学びに向かう力、人間性の涵養
「認め・褒め・励まし」、生徒の学習意欲や自己肯定感を高める指導を実施する。学習の評価も適切に行い、生徒が自分の能力について正しく知
り、正しく伸ばす指針となる適正な評価を行う。

令和５年度「授業改善推進プラン」（全体計画）

■児童・生徒の学力の状況
■授業革新推進に向けた、指導上の課題

※「読み解く力」の育成を踏まえて
・意欲的に授業は受けており、都調査では「授業がわかる」と肯
  定的に回答した生徒が、学校平均で８割を超えている。
・全国学力学習状況調査では、国語、英語の正答率が都平均を超
  え、学力はおおむね定着している。しかし、３教科とも記述解
　答の問題が東京都平均を下回っており、わかりやすく説明する
　ことが苦手な傾向がある。
・RSTについては、どの観点についても中学生の平均を上回ってお
  り、読み解く力については平均的に備えている。

・事象、物事に対して、自分の意見をもち、それを相手
  がわかるように説明することができていないため、自
  分の意見を熟考し、説明する機会をもつこと。

・主体的に学習に取り組む態度について、より生徒が調
  整力を省察できるような振り返りを行い、学習の効果
  を高めること。

板橋区立 学校赤塚第二中


